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ま
た
、〈
待
つ
女
〉
は
日
本
文
学
の
枠
内
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

も
と
よ
り
〈
待
つ
女
〉
と
い
う
女
性
像
は
世
界
の
文
学
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
が（

（
（

、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に

か
け
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
小
説
家
・
民
族
誌
学
者
・
日
本
研
究
者
の
ヴ
ァ

ツ
ワ
フ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キW

acław
 Sieroszew

ski

（
一
八
五
八
～

一
九
四
五
）（
図
1
）
は
、
日
本
文
学
の
影
響
を
受
け
て
、
日
本
を
舞
台
と

す
る
〈
待
つ
女
〉
の
小
説
『
和
解
』„Pojednanie＂

を
一
九
一
〇
年
に
発

表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
お

よ
び
〈
文
学
交
流
〉
の
視
点
に

立
っ
て
、『
萬
葉
集
』
に
お
け

る
〈
待
つ
女
〉
の
成
立
と
、シ
ェ

ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
に
お
け
る
そ
の

一　
〈
待
つ
女
〉
と
い
う
女
性
像

　

日
本
文
学
作
品
に
は
、〈
待
つ
女
〉
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。〈
待
つ
女
〉

と
は
、
離
れ
た
場
所
に
い
る
夫
や
恋
人
の
訪
れ
や
帰
還
を
、
家
や
思
い
出

の
場
所
な
ど
の
自
分
が
所
属
す
る
テ
リ
ト
リ
ー
に
留
ま
っ
て
待
ち
続
け
る
、

文
学
上
の
女
性
像
を
言
う（

（
（

。

　

日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
〝
哀
れ
さ
〟
に
共
感
を
寄
せ
つ
つ
、

〈
待
つ
女
〉
を
古
代
以
来
の
日
本
女
性
の
理
想
像
と
す
る
こ
と
が
多
い（

（
（

。

し
か
し
、〈
待
つ
女
〉
は
無
前
提
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的

に
創
り
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
最
古
の
歌
集
『
萬
葉
集
』

で
は
、〈
待
つ
女
〉
は
七
世
紀
後
半
の
作
と
推
定
さ
れ
る
「
柿
か
き
の

本も
と
の

朝あ
そ
み臣
人ひ
と

麻ま

呂ろ

之の

歌か

集し
ゅ
う」（『

萬
葉
集
』
に
取
り
込
ま
れ
た
歌
集
。
以
下
、「
人
麻
呂
歌
集
」）
で

現
れ
、
八
世
紀
に
女
性
の
相
聞
歌
の
有
力
な
様
式
と
な
る
。

『
萬
葉
集
』
相
聞
歌
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

─
─
〈
待
つ
女
〉
に
つ
い
て
─
─
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図 1 　ヴァツワフ・
シェロシェフスキ

（Wikimedia Commons
による）
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受
容
を
考
察
す
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
と
は
、〈
待
つ
女
〉
を
自
明
の

も
の
と
は
せ
ず
、〈
社
会
的
・
歴
史
的
に
構
築
さ
れ
た
性
役
割
に
基
づ
く

女
性
像
〉
と
し
て
批
判
的
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
言
う
。

　

ま
た
、〈
文
学
交
流
〉
の
視
点
と
は
、
異
な
る
国
・
地
域
・
民
族
・
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
（
血
縁
ま
た
は
先
祖
・
言
語
・
宗
教
・
生
活
習
慣
な
ど
を
共
有
し
て
い

る
と
意
識
し
て
い
る
集
団
（
（
（

）
の
文
学
が
交
わ
る
中
間
領
域
に
注
目
し
、
そ
れ

ら
を
〈
双
方
向
〉
的
に
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
異
な
る
国
・
地
域
・
民
族
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
文
学
の
〈
双

方
向
〉
的
な
比
較
を
通
し
て
、
異
な
る
言
語
・
文
化
の
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
め
ざ
す
。
そ
の
比
較
は
、
一
対
一
で
終
わ
ら
ず
、
複
数
の
比
較

を
掛
け
合
わ
せ
て
、〈
多
方
向
〉
的
な
理
解
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
そ

の
中
で
、
自
然
と
人
間
の
関
係
、〈
戦
争
〉
と
〈
平
和
〉、
貧
困
、
人
間
の

尊
厳
と
〈
自
由
〉、
宗
教
的
寛
容
、
近
代
化
と
伝
統
文
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
間
、
生
と
死
な
ど
、
人
間
の
普
遍
的
な
問
題
の
考
察

を
進
め
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

す
な
わ
ち
、本
稿
は
〈
待
つ
女
〉
を
美
化
す
る
の
で
は
な
く
、〈
社
会
的
・

歴
史
的
に
構
築
さ
れ
た
女
性
像
〉
と
捉
え
つ
つ
、
日
本
文
学
史
に
お
け
る

〈
待
つ
女
〉
の
最
初
期
の
『
萬
葉
集
』
と
、そ
れ
が
行
き
着
い
た
先
の
シ
ェ

ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
『
和
解
』
に
よ
っ
て
、〈
待
つ
女
〉
が
求
め
ら
れ
た
歴
史

的
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
本
論
の
基
底
に
は
、
男
性
中

心
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
〈
待
つ
女
〉
像
に
囚
わ
れ
な
い
社
会
へ

の
希
求
が
あ
る
。

二　

シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
〈
待
つ
女
〉

　

最
初
に
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
『
和
解
』
の
〈
待
つ
女
〉
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。
ま
ず
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
彼
の
生
涯
を
略
述
す
る（

（
（

。
シ
ェ

ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
、中
学
退
学
後
、労
働
者
と
社
会
主
義
サ
ー
ク
ル
を
作
っ

て
反
ロ
シ
ア
運
動
を
起
こ
し
、一
八
七
八
年
、そ
の
廉か
ど

で
逮
捕
。
ワ
ル
シ
ャ

ワ
城
塞
に
投
獄
さ
れ
、
一
八
八
〇
年
に
シ
ベ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ル
ホ
ヤ
ン
ス
ク

（
現
在
の
サ
ハ
共
和
国
の
都
市
）
に
送
ら
れ
た
。
二
回
逃
走
を
企
て
た
が
失
敗
。

一
九
八
三
年
に
、
ヤ
ク
ー
チ
ャ
（
現
在
の
サ
ハ
共
和
国
）
の
さ
ら
に
遠
方
に

移
さ
れ
た
。
こ
の
地
で
、
小
説
と
、
サ
ハ
族
に
つ
い
て
の
民
族
詩
を
執
筆

し
た
。
一
八
九
二
年
に
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
移
動
。
こ
こ
で
完
成
し
た
民
族

誌
『
ヤ
ク
ー
ト
人
た
ち
』
が
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
学
協
会
に
認
め
ら
れ
、

一
八
九
六
年
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
二
年
後
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
帰

還
し
た
。

　

し
か
し
、
一
九
〇
〇
年
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
詩
人
ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
ェ

ヴ
ィ
チ
記
念
碑
の
序
幕
記
念
日
の
デ
モ
で
檄
文
を
書
い
た
嫌
疑
に
よ
り
逮

捕
。
再
び
流
刑
と
な
り
か
け
た
が
、
ロ
シ
ア
帝
室
地
理
学
協
会
と
帝
室
ロ

シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
と
り
な
し
で
、
流
刑
は
北
海
道
調
査
旅
行
に
切

り
替
え
ら
れ
た
。
一
九
〇
三
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
出
発
し
、
モ
ン
ゴ
ル
、

満
洲
、
中
国
経
由
で
来
日
。
前
年
に
サ
ハ
リ
ン
調
査
に
来
て
い
た
ブ
ロ
ニ

ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
と
八
月
に
函
館
で
合
流
し
、
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
本

格
的
調
査
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
日
露
開
戦
間
近
と
な
っ
て
、
ふ
た
り

は
ス
パ
イ
と
見
な
さ
れ
、
調
査
は
九
月
後
半
で
中
断
。
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
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キ
は
一
二
月
に
離
日
し
、
朝
鮮
、
中
国
、
セ
イ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
タ

リ
ア
を
経
て
、
一
九
〇
四
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
戻
っ
た
。

　

そ
の
後
、
革
命
運
動
に
参
加
し
て
逮
捕
さ
れ
る
も
脱
出
。
一
九
一
〇
年

か
ら
一
四
年
ま
で
パ
リ
に
滞
在
。
一
九
一
四
年
に
、
の
ち
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

共
和
国
初
代
元
首
と
な
る
ユ
ゼ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
（
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
の
弟
）

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
団
に
入
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
従
軍
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

独
立
後
は
上
院
議
員
な
ど
を
務
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
激
動
期
を
、
独

立
へ
の
烈
し
い
熱
意
を
抱
き
な
が
ら
生
き
抜
い
た
。

　

日
本
を
舞
台
に
、〈
待
つ
女
〉
を
描
い
た
『
和
解
』
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ

脱
出
後
に
制
作
さ
れ
た
、
一
連
の
日
本
関
係
の
小
説
の
一
つ
で
あ
る（

（
（

。
そ

の
梗
概
を
、
土
谷
直
人
の
ま
と
め
（
一
部
改
変
）
に
よ
っ
て
示
す
。
─
─
京

都
の
若
侍
・
花
垣
梅
秀
（H

anaki Baisu

）
が
、
主
君
で
あ
る
大
名
の
没
落

の
た
め
に
困
窮
し
、
地
方
の
僻
地
に
職
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
都

を
去
る
前
に
、
妻
・
お
豊と
よ

を
離
縁
し
、
自
己
の
出
世
の
た
め
に
高
い
家
柄

の
娘
と
再
婚
し
た
。
こ
の
妻
と
田
舎
に
下
る
が
、
彼
女
と
は
折
り
合
い
が

悪
く
、
梅
秀
は
前
よ
り
一
層
以
前
の
妻
・
お
豊
が
恋
し
く
な
っ
た
。
そ
れ

で
い
よ
い
よ
任
務
を
終
え
て
都
に
帰
っ
て
く
る
と
、
彼
は
妻
を
両
親
の
も

と
へ
帰
し
、
一
目
散
に
以
前
の
妻
の
も
と
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。
荒
れ
果
て

た
妻
の
家
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
昔
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
妻
が
待
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
ふ
た
り
は
夜
更
け
ま
で
来こ

し
方
を
語
り
合
っ
た
。
さ
て
、

翌
朝
、
梅
秀
が
目
を
覚
ま
す
と
、
自
分
は
朽
ち
か
け
た
床ゆ
か

に
横
た
わ
っ
て

お
り
、
妻
は
何
と
屍
骸
で
あ
っ
た（

（
（

。

　
『
和
解
』
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
で
は
な
く
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

の
短
編
小
説
集
『
影
』Shadow

ings

（
一
九
〇
〇
）
所
収
の
「
和
解
」

T
he Reconciliation

の
「
翻
案
」
で
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
ハ
ー
ン
「
和

解
」
と
同
じ
で
、
特
に
梅
秀
が
お
豊
に
再
会
す
る
ま
で
の
文
章
は
、
ハ
ー

ン
「
和
解
」
の
「
翻
訳
」
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
再
会
以
後
の
部
分

に
、
梅
秀
と
お
豊
の
長
い
会
話
が
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

そ
の
ハ
ー
ン
「
和
解
」
に
も
原
話
が
あ
る
。
原
話
か
ら
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ

図 ２
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ス
キ
『
和
解
』
に
ま
で
至
る
系
譜
を
描
く
と
図
2
の
よ
う
に
な
る
。

　

大
元
で
あ
る
、
第
二
五
語
を
収
め
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
七
は
怪
異

譚
を
集
め
た
巻
で
あ
る
。
第
二
五
語
は
〈
死
霊
と
な
っ
て
夫
を
待
つ
女
〉

と
い
う〈
怪
異
〉を
語
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
雨

月
物
語
』
も
『
影
』
も
怪
異
小
説
集
で
あ
る
。
上
田
秋
成
も
ハ
ー
ン
も
〈
死

霊
と
な
っ
て
夫
を
待
つ
女
〉
を
〈
怪
異
〉
と
捉
え
た
上
で
、
彼
ら
な
り
の

新
し
い
意
味
付
け
を
行
っ
た
（
第
六
節
参
照
）。

　

で
は
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
〈
死
霊
と
な
っ
て
夫
を
待
つ
女
〉
と
い

う
〈
怪
異
〉
に
な
ぜ
心
惹
か
れ
、
ま
た
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
新
た
な
意
味

を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
は
、
彼
が
直
接
の
典
拠
と
し
た

ハ
ー
ン
「
和
解
」
と
の
微
妙
な
差
異
の
中
に
あ
る
。

　

ハ
ー
ン
「
和
解
」
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
解
釈
が
対
立
し
て
い
る（

（1
（

。

Ａ�　

夫
婦
の
「
和
解
」
の
物
語
で
、
耐
え
忍
ぶ
日
本
の
女
性
の
美
を

描
い
た
作
品
。

Ｂ�　

夫
に
一
場
の
夢
を
与
え
て
復
讐
を
果
た
し
た
女
性
の
物
語
。
題

名
「
和
解
」
は
皮
肉
。

　

解
釈
の
対
立
が
生
じ
る
原
因
は
、
顔
が
な
く
、
骨
と
黒
髪
し
か
残
っ
て

い
な
い
妻
の
屍
を
夫
の
侍
が
見
る
場
面
の
文
章
が
、
両
解
釈
を
許
す
余
地

が
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

Slow
ly, —

 as he stood shuddering and sickening in the 
sun, —

 the icy horror yielded to a despair so intolerable, 
a pain so atrocious, that he clutched at the m

ocking 
shadow

 of a doubt.

（p. 11

）

［
彼
が
陽
光
の
中
に
、
震
え
な
が
ら
、
吐
き
気
を
催
し
な
が
ら
立
っ
て
い
る
と
、

や
が
て
氷
の
よ
う
な
恐
怖
が
、
耐
え
難
い
ま
で
の
絶
望
、
残
酷
な
ま
で
の
苦
痛
に

変
わ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、自
分
を
あ
ざ
笑
う
疑
い
の
影
に
し
が
み
つ
い
た
。（
小

松
訳
。
以
下
同
）］

　

平
川

弘
に
よ
れ
ば
、
右
の
末
尾
の a doubt

は
、「
わ
が
妻
が
死
ん

だ
と
い
う
の
は
嘘
だ
ろ
う
」
と
い
う
「
疑
い
」
を
意
味
し
、shadow

 of 
a doubt

は
、
そ
の
「
疑
い
」
が
、
妻
の
屍
を
目
前
に
し
て
、
す
ぐ
に
打

ち
消
さ
れ
て
し
ま
う
「
影
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
そ
れ

で
も
な
お
、「
疑
い
」
に
縋す
が

り
つ
こ
う
と
す
る
心
情
をclutch at

が
示
し

て
い
る（

（1
（

。
こ
の
読
解
に
立
て
ば
Ａ
説
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、shadow

の
前
の
形
容
詞 m

ocking

が
見
逃
せ
な
い
。
嘲あ
ざ

笑わ
ら

う
意
のm

ocking

に
は
、
Ｂ
説
の
言
う
、〝
妻
の
復
讐
〟
を
読
み
取
る
こ

と
も
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
『
和
解
』
の
、
こ
の
場
面
の
文
章
は

土
谷
直
人
も
指
摘
す
る
よ
う
に
明
快
で
あ
る（

（1
（

。

D
r żący sam

uraj stał zm
artw

iały w
 prom

ieniach 
porannego sło ńca, oboj ętnie o św

ietlaj ącego w
n ętrze 

pokoju. Lodow
ate przera żenie zw

olna zam
ieniało si ę w

 
jego sercu w

 rozpacz bezdenn ą, bezbrze żn ą, a tak 
bolesn ą, i ż uchodz ąc przed ni ą, chw

ytał si ę cienia nadziei.
［
部
屋
の
内
部
を
無
情
に
照
ら
し
て
い
る
、
輝
く
朝
日
を
浴
び
て
身
を
震
わ
せ
た

侍
は
た
ち
す
く
ん
だ
。
氷
の
よ
う
な
戦
慄
が
心
の
中
で
だ
ん
だ
ん
と
底
な
し
に
寄

る
辺
な
き
絶
望
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
き
、
こ
の
絶
望
は
ひ
ど
く
痛
々
し
い
も
の
で
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あ
っ
た
か
ら
、
男
は
女
の
前
か
ら
逃
げ
去
っ
て
、
一
縷
の
希
望
に
す
が
り
つ
い
た
。

（
土
谷
訳（

（1
（

。
以
下
同
］

ひ
た
す
ら
絶
望
し
、nadzei

［
希
望
］
に
縋
り
付
く
梅
秀
を
描
い
た
右
の

文
章
に
は
、〝
妻
の
復
讐
〟
を
読
み
取
る
余
地
は
な
い
。

　

ま
た
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
書
き
加
え
た
梅
秀
と
お
豊
の
長
い
会
話

で
は
、
ハ
ー
ン
「
和
解
」
以
上
に
、
梅
秀
は
謝
罪
の
こ
と
ば
を
尽
く
し
、

そ
れ
に
応
じ
て
お
豊
も
多
く
の
赦
し
の
こ
と
ば
を
与
え
る
。
最
終
的
に
は
、

自
分
へ
の
「
判
決
」
を
聞
き
た
い
と
言
う
梅
秀
を
、「
判
決
な
ん
て
下
し

合
う
の
は
よ
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
答
え
て
黙
ら
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ふ
た
り
が
寝
室
に
向
か
っ
た
場
面
の
お
豊
の
こ
と
ば
に
も
注

意
し
た
い
。
一
人
で
寝
床
を
整
え
始
め
た
お
豊
に
、梅
秀
は「
誰
も
手
伝
っ

て
く
れ
る
者
は
い
な
い
の
か
い
？
」
と
尋
ね
、
お
豊
が
答
え
る
。

—
 N

ie m
am

! —
 odpow

iedziała z w
esołym

 śm
iechem

. —
 

N
ie najm

ow
ałam

 słu żącej, gdy ż sam
a łatw

o daw
ałam

 
sobie rad ę

… W
iesz, że m

am
 silne r ęce!

［「
誰
も
い
ま
せ
ん
の
」
と
、
女
は
陽
気
な
笑
い
を
も
っ
て
答
え
た
。「
召
使
い
女

は
雇
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
で
何
と
か
や
っ
て
ゆ
け
ま
し
た
か
ら
。
あ
な
た
は

わ
た
く
し
が
強
い
手
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
！
（
土
谷
訳

を
一
部
改
変
）］

silne r ęce

［
強
い
手
］
は
生
活
力
が
あ
る
こ
と
を
表
す（

（1
（

。
ハ
ー
ン
「
和
解
」

の
侍
も
同
じ
質
問
を
し
て
い
る
が
、
妻
は
“No,

” she answ
ered, 

laughing cheerfully

：
“I could not afford a servant; - so I have 

been living all alone.

”（p.10

）［「
い
い
え
］
彼
女
は
陽
気
に
笑
い
な
が
ら
答

え
た
。「
召
使
を
雇
う
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
私
ひ
と
り
で
や
っ
て
き
ま

し
た
」］
と
答
え
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
キ
ス
キ
『
和

解
』
の
お
豊
は
、
自
分
に
は
逞た
く
まし
い
生
活
力
が
あ
る
と
言
い
、
梅
秀
を
安

心
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
和
解
』
で
は
、
お
豊
の
凛
と
し
た
〈
強
さ
〉
が
際
立
っ

て
い
る
。
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
〈
死
霊
と
な
っ
て
夫
を
待
つ
女
〉
の
意

志
の
〈
強
さ
〉
に
心
惹
か
れ
、
そ
れ
に
鮮
明
な
形
を
与
え
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
女
性
像
も
、
所
詮
は
〈
男
性
の
ま
な

ざ
し
〉
が
創
り
出
し
た
理
想
像
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
よ
う

な
並
々
な
ら
ぬ
意
志
の
〈
強
さ
〉
こ
そ
が
、
一
八
世
紀
末
に
ロ
シ
ア
、
プ

ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
分
割
さ
れ
、
一
九
一
八
年
ま
で
独
立
の
回

復
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
激
動
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
生
き
抜

く
た
め
の
拠よ

り
所
と
し
て
重
要
な
の
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

三　
〈
待
つ
女
〉
と
し
て
の
額
田
王

　

日
本
文
学
の
〈
待
つ
女
〉
に
は
そ
の
特
徴
と
し
て
〈
強
さ
〉
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
れ
を
明
確
に
す
る
比
較
材
料
と
し
て
、
日
本
文
学
以
前
に
〈
待

つ
女
〉
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
創
出
し
た
中
国
の
閨け
い

怨え
ん

詩し

を
見
た
い
。

　

下
定
雅
弘
に
よ
れ
ば
、「
閨
怨
」
は
広
く
女
性
の
悲
し
み
を
意
味
し
、「
閨

怨
詩
」
は
、
①
「
君
主
の
寵
愛
を
得
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
当
主
の
愛
を

失
っ
た
宮
女
の
悲
し
み
（
所
謂
「
宮
怨
」）」、
②
」「
妓
女
が
、
去
っ
た
ま

ま
帰
ら
ぬ
男
を
思
っ
て
の
悲
哀
（「
妓
女
怨
」）」、
③
「
遠
征
に
出
て
帰
ら

ぬ
夫
を
思
う
妻
の
悲
し
み
（「
征
婦
怨
」）」
を
歌
う
。
閨
怨
詩
は
、
六
世
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紀
後
半
の
南
朝
・
陳
代
の
詩
集
『
玉
台
新
詠
』
に
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

確
立
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
「
閨
怨
」
と
し
て
収
載
さ
れ
る
詩
を
基
準
と

す
る
と
、
閨
怨
詩
は
（
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同
）、

一
、「
女
子
の
怨
恨
・
悲
哀
を
詠
じ
た
詩
」
と
い
う
以
外
に
、

二�

、「
艶
」
即
ち
何
ら
か
の
美
的
雰
囲
気
や
情
感
を
有
す
る
こ
と
、

悲
し
む
女
の
色
っ
ぽ
さ
や
し
ぐ
さ
、
心
根
の
愛
ら
し
さ
等
が
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と

が
そ
の
条
件
と
な
る
。
な
お
、
閨
怨
・
閨
情
の
詩
は
貴
族
の
遊
戯
文
学
と

し
て
成
立
・
発
展
し
た
た
め
、
虚
構
の
作
が
多
く
、
作
者
は
通
常
男
性
で

あ
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
閨
怨
詩
は
〈
男
性
の
ま
な
ざ
し
〉
の
も
と
、
男
性
が

好
ま
し
い
と
思
う
、
従
属
的
・
受
動
的
な
女
性
像
を
デ
フ
ォ
ル
メ
・
美
化

し
て
描
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
父
権
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
〝
理

想
的
〟
女
性
像
と
言
え
る
。

　

こ
の
閨
怨
詩
の
条
件
に
一
致
す
る
も
の
に
『
萬
葉
集
』
の
額ぬ
か

田た
の

王お
ほ
き
みの

歌
が
あ
る
。

額ぬ
か

田た
の

王お
ほ
き
み、

近あ
ふ
み
の江

天す
め
ら
み
こ
と

皇
を
思し
の

ひ
て
作
る
歌
一
首

君き
み

待ま

つ
と　

我あ

が
恋こ

ひ
居を

れ
ば　

我わ

が
屋や

戸ど

の　

簾
す
だ
れ

動う
ご

か
し　

秋あ
き

の

風か
ぜ

吹ふ

く�

（
巻
四
・
四
八
八
）

　

女
性
の
部
屋
の
入
り
口
に
掛
け
ら
れ
た
簾
が
「
秋
の
風
」
に
動
く
情
景

は
「
美
的
雰
囲
気
や
情
感
」
を
感
じ
さ
せ
、
そ
の
か
す
か
な
動
き
に
、
近

江
天
皇
（
天て
ん

智ち

天
皇
）
の
来
訪
か
と
胸
を
と
き
め
か
せ
、
そ
れ
が
風
と
気
づ

き
失
望
す
る
女
性
の
様
子
は
、「
悲
し
む
女
の
色
っ
ぽ
さ
や
し
ぐ
さ
、
心

根
の
愛
ら
し
さ
」
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
〈
待
つ
女
〉
と
し
て
の
額
田

王
は
、
閨
怨
詩
同
様
ど
こ
ま
で
も
従
属
的
・
受
動
的
で
あ
る
。

　

四
八
八
番
歌
が
、

清
風
動
帷
簾　

晨
月
照
幽
房

佳
人
処
遐
遠　

蘭
室
無
容
光

襟
懐
擁
霊
景　

軽
衾
覆
空
牀

居
歓
愒
夜
促　

在
慼
怨
宵
長

拊
枕
独
嘯
歎　

感
慨
心
内
傷

　
　

�（
清せ
い
ふ
う風　

帷ゐ

簾れ
ん

を
動
か
し
、
晨し
ん
げ
つ月　

幽い
う
ぼ
う房

を
照
ら
す
。
佳か

人じ
ん

は
遐か

遠ゑ
ん

に
処を

り
、

蘭ら
ん
し
つ室

に
容よ
う

光く
わ
う

無
し
。
襟き
ん

懐く
わ
いに

霊れ
い
え
い景

を
擁よ
う

し
、
軽け
い
き
ん衾

に
て
空く
う

牀し
や
うを

覆お
ほ

ふ
。
歓
よ
ろ
こ
びに

居ゐ

て
は
夜よ
る

の
促せ
は

し
き
を
愒お
そ

れ
、
慼う
れ
ひに
在あ

り
て
は
宵よ
る

の
長
き
を
怨う
ら

む
。
枕
を
拊う

ち
て
独ひ
と

り
嘯せ
う
た
ん歎

し
、
感か
ん
が
い慨

し
て
心
は
内
に
傷い
た

む
。）�

（
張
華
「
情
詩
二
首
」
の
一
首
・『
文

選
』
巻
第
二
九
（
（1
（

）

な
ど
の
閨
怨
詩
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
を
見
る（

（1
（

。

　

実
は
閨
怨
詩
の
条
件
に
一
致
す
る
『
萬
葉
集
』
の
相
聞
歌
は
決
し
て
多

く
は
な
い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
四
八
八
番
歌
は
突
出
し
て
条
件
に
完
全

に
適
い
、
閨
怨
詩
の
〈
待
つ
女
〉
の
「
翻
案
」
と
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、

閨
怨
詩
が
得
意
と
す
る
閨
房
の
詳
細
描
写
や
性
愛
へ
の
志
向
は
受
容
し
て
い
な
い
）。

　

そ
も
そ
も
、
四
八
八
番
歌
は
七
世
紀
後
半
の
歌
人
・
額
田
王
自
身
の
作

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
歌
は
、額
田
王
作
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
巻
一
・

巻
二
の
歌
と
共
通
す
る
面
と
相
違
す
る
面
を
持
つ
。
時
間
の
流
れ
に
沿
っ

た
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
構
成
法
や
、
情
景
を
鮮
明
に
想
像
さ
せ
る
表
現
力
や
、

歌
の
主
体
が
自
然
の
作
用
を
受
け
取
る
立
場
に
あ
る
こ
と
は
、

熟に
き

田た

津つ

に　

船ふ
な

乗の

り
せ
む
と　

月つ
き

待ま

て
ば　

潮し
ほ

も
か
な
ひ
ぬ　

今い
ま

は
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こ
ぎ
い
で
な�

（
巻
一
・
八
）

な
ど
と
共
通
す
る
。
ま
た
、「
我あ

が
恋こ

ひ
居を

れ
ば　

我わ

が
屋や

戸ど

の
」
と
い

う
「
我
」
の
強
調
や
、「
秋
」
と
い
う
季
節
と
の
関
わ
り
の
深
さ
は
、「
秋あ
き

山や
ま

吾わ
れ

は
」
と
、
春
よ
り
秋
を
よ
し
と
す
る
判
定
を
高
ら
か
に
告
げ
る
「
春
し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

競き
ょ
う

憐れ
ん

歌か

」（
巻
一
・
一
六
）
を
想
起
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
受
動
的
な
〈
女

性
性
〉
は
、「
春
秋
競
憐
歌
」
の
「
開さ

か
ず
あ
り
し　

花は
な

も
さ
け
け
れ
ど　

山や
ま

を
茂し
げ

み　

入い

り
て
も
取と

ら
ず　

草く
さ

深ふ
か

み　

執と

り
て
も
見み

ず
」
な
ど
の
消

極
性
に
通
ず
る
。

　

し
か
し
、「
春
秋
競
憐
歌
」
の
〈
女
性
性
〉
は
、
漢
詩
で
春
秋
の
優
劣

を
判
定
し
よ
う
と
し
た
こ
の
場
の
男
性
た
ち
に
、
意
想
外
の
視
点
を
提
示

す
べ
く
意
図
的
に
構
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大お
お

海あ
ま
の人

皇み

子こ

に
贈
っ

た
歌
、あ

か
ね
さ
す　

む
ら
さ
き
野の

逝ゆ

き　

標し
め

野の

行ゆ

き　

野の

守も
り

は
見み

ず
や　

君き
み

が
袖そ
で

ふ
る�
（
巻
一
・
二
〇
）

で
も
、
野
守
の
目
を
恐
れ
る
と
い
う
〈
女
性
的
〉
表
現
を
、
相
手
を
た
し

な
め
つ
つ
嬉
し
さ
も
示
す
〈
媚
態
〉
に
ま
で
押
し
上
げ
て
い
る（

（1
（

。
巻
一
・

巻
二
の
額
田
王
の
歌
の
〈
女
性
性
〉
は
、
聴
き
手
の
男
性
た
ち
の
注
意
を

惹
く
手
段
と
し
て
能
動
的
に
選
び
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
四
八
八
番
歌
は
独
詠
的
で
、
そ
の
〈
女
性
性
〉
に
聴

き
手
の
男
性
を
意
識
し
た
意
図
的
な
も
の
は
認
め
難
い
。
梶
川
信
行
は
、

こ
の
歌
の
繊
細
な
感
性
を
「
文
字
の
世
界
」
の
も
の
と
捉
え
た
が（

（2
（

、
独
詠

的
な
〈
女
性
性
〉
も
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
巻
一
・
巻
二
の
額
田
王
の
歌
は
広
い
空
間
を
構
成
す
る
が
、

四
八
八
番
歌
の
空
間
は
狭
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、「
春
秋
競
憐
歌
」

で
は
、「
秋
」
を
、
黄
葉
を
手
に
賞
美
で
き
る
好
ま
し
い
季
節
と
す
る
が
、

四
八
八
番
歌
の
「
秋
」
は
悲
哀
に
満
ち
た
季
節
と
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
悲
哀
の

「
秋
」
と
い
う
季
節
感
は
『
萬
葉
集
』
の
中
で
は
比
較
的
新
し
い
。

　

そ
の
上
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
歌
が
、
以
下
の
よ
う
に
、
巻
四
冒

頭
（「
相
聞
」
の
部
立
の
冒
頭
で
も
あ
る
）
の
一
連
の
「
天
皇
を
〈
待
つ
女
〉」

の
歌
群
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⑴　

仁に
ん
と
く徳

天
皇
を
待
つ
八や

田た
の

皇ひ
め
み
こ女

の
歌
（
四
八
四
）

⑵　

舒じ
ょ

明め
い

天
皇
を
待
つ
斉
明
天
皇
の
歌
（
四
八
五
～
四
八
七
）

⑶　

天
智
天
皇
を
待
つ
額
田
王
の
歌
（
四
八
八
）

⑷　

天
智
天
皇
を
待
つ
鏡
か
が
み
の

王お
お
き
み女

の
歌
（
四
八
九
）

こ
の
布
置
は
偶
然
と
は
考
え
難
い
。
こ
の
一
連
の
歌
か
ら
は
、〈
待
つ
女
〉

の
悲
し
み
だ
け
で
な
く
、〈
一
方
的
に
恋
い
慕
わ
れ
る
存
在
と
し
て
の
天

皇
〉
像
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
四
八
八
番
歌
は
、
巻
一
・
巻
二
の
額
田
王
の
歌

を
熟
知
し
、
中
国
の
閨
怨
詩
の
知
識
の
あ
る
後
代
の
人
物
が
、〈
男
性
の

ま
な
ざ
し
〉
の
も
と
、〝
天
智
天
皇
の
妻
〟
で
〝
恋
歌
の
名
手
〟〝
秋
の
歌

人
〟
額
田
王
の
閨
怨
の
歌
と
し
て
創
作
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
額
田
王
（『
日
本
書
紀
』
で
の
表
記
は
「
額
田
姫
王
」）
は
、

天
智
天
皇
の
后
妃
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
額
田
王
を
〝
天
智
天
皇
の

妻
〟
と
す
る
積
極
的
根
拠
は
、『
萬
葉
集
』
巻
一
の
額
田
王
の
二
一
番
歌

に
答
え
た
大
海
人
皇
子
の
歌
、

紫む
ら
さ
き草

の　

に
ほ
へ
る
妹い
も

を　

に
く
く
あ
ら
ば　

人ひ
と
づ
ま嬬

故
に　

吾あ
れ

恋こ

ひ
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め
や
も�

（
巻
一
・
二
一
）

に
止
ま
る
。
後
代
の
人
物
は
、
こ
の
歌
と
、
額
田
王
が
天
智
天
皇
の
挽
歌

（
巻
二
・
一
五
一
、一
五
五
）
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
額
田
王
を
〝
天
智
天

皇
の
妻
〟
と
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

閨
怨
詩
が
中
国
の
父
権
制
社
会
と
呼
応
し
て
い
た
よ
う
に
、〝〈
待
つ
女
〉

と
し
て
の
額
田
王
〟
は
、
日
本
の
古
代
国
家
が
父
権
的
律
令
制
度
を
志
向

し
、
天
皇
の
権
威
が
高
ま
り
ゆ
く
中
で
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。四　

〈
待
つ
女
〉
の
「
被
虐
的
心
情
表
現
」

　

一
方
、『
萬
葉
集
』
相
聞
歌
に
は
、
閨
怨
詩
の
条
件
か
ら
大
き
く
外
れ

た
〈
待
つ
女
〉
の
歌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
萬
葉
集
』
の
制
作
年
代
が
明
ら
か
な
歌
の
中
で
、〈
待
つ
女
〉
が
最
も

早
く
登
場
す
る
の
は
、
萬
葉
第
二
期
（
六
七
二
～
七
一
〇
年
）
の
人
麻
呂
歌

集
で
あ
る
。
そ
の
中
の
「
七
夕
」
の
歌
の
〈
待
つ
女
〉
が
そ
れ
で
あ
る
。

吾あ等
が
恋こ

ふ
る　

丹に

の
穂ほ

の
面お
も

わ　

今こ
よ
ひ夕

も
か　

天あ
ま
の
か
は
ら

漢
原
に　

石い
は

枕ま
く
らま

く�

（
巻
一
〇
・
二
〇
〇
三
）

己お
の

孋孋づ
ま

に　

乏と
も

し
き
子こ

等ら

は　

竟は

て
む
津つ

の　

荒あ
り
そ磯
ま
き
て
寐い

ぬ　

君き
み

待ま

ち
難が
て

に�

（
巻
一
〇
・
二
〇
〇
四
）

　
「
七
夕
」
の
歌
は
、
天
帝
の
怒
り
に
触
れ
て
牽け
ん

牛ぎ
ゅ
うと

織
し
ょ
く

女じ
ょ

の
二
星
が
そ

の
年
の
秋
に
一
度
し
か
逢
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
中
国
の
七
夕
伝
説
を
受

容
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
伝
説
で
は
、
織
女
が
美
し
い
車
に
乗
っ
て

牽
牛
の
も
と
を
訪
れ
る
が
、
人
麻
呂
歌
集
の
「
七
夕
」
の
歌
で
は
、
牽
牛

が
舟
ま
た
は
徒
歩
で
天
の
川
を
渡
り
織
女
を
訪
う
形
に
設
定
が
変
わ
る（

（2
（

。

こ
の
二
首
の
織
女
は
〈
待
つ
女
〉
に
外
な
ら
な
い
。

　

二
首
と
も
に
牽
牛
を
待
ち
焦
が
れ
て
天
の
川
の
川
原
で
独
り
石
を
枕
に

寝
る
織
女
を
描
い
て
い
る
。
死
者
の
姿
を
も
想
像
さ
せ
る
こ
の
イ
メ
ー
ジ

は
、「
美
的
雰
囲
気
や
情
感
」
か
ら
ほ
ど
遠
い
。
土
橋
寛
は
こ
れ
を
「
肉

身
の
痛
苦
を
自
ら
引
き
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
目
的
を
手
に
入
れ

よ
う
と
す
る
」「
被
虐
的
＝
傷
身
的
表
現
」
と
捉
え
て
い
る（

（2
（

。

　

人
麻
呂
歌
集
の
七
夕
歌
に
牽
牛
と
織
女
を
仲
介
す
る
月つ
き

人ひ
と

壮お
と
こ士

の
歌
を

認
め
る
渡
瀬
昌
忠
の
説（

（2
（

に
拠
れ
ば
、
こ
の
二
首
も
月
人
壮
士
の
歌
と
考
え

ら
れ
る
。
被
虐
的
な
女
性
像
は
、
月
人
壮
士
の
、
そ
し
て
作
者
と
考
え
ら

れ
る
人
麻
呂
の
〈
男
性
の
ま
な
ざ
し
〉
が
創
り
出
し
た
〈
待
つ
女
〉
像
な

の
で
あ
る
。

　

土
橋
は
人
麻
呂
の
「
被
虐
的
心
情
表
現
」
と
し
て
、「
馬う
ま

は
あ
れ
ど

徒か

ち歩
よ
り
吾あ

が
来こ

し
」（
人
麻
呂
歌
集
、
巻
一
一
・
二
四
二
五
）
を
示
し
、
類
例

と
し
て
出
典
不
明
の
作
者
未
詳
歌
の
巻
一
三
・
三
二
五
七
番
歌
、
同

三
三
二
〇
番
歌
、
巻
一
一
・
二
六
一
六
番
歌
を
挙
げ
る
が（

（2
（

、
こ
れ
ら
が
い

ず
れ
も
男
性
の
歌
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　

人
麻
呂
歌
集
の
「
七
夕
」
で
は
な
い
、〈
待
つ
女
》
の
歌
（
次
節
）
に
は
、

「
被
虐
的
心
情
表
現
」
は
見
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
首
は
、〈
男
性
の
ま

な
ざ
し
〉
の
も
と
、
男
性
の
相
聞
歌
の
「
被
虐
的
心
情
表
現
」
を
織
女
に

転
化
し
て
、
地
上
と
は
異
な
る
天
上
世
界
の
〈
待
つ
女
〉
の
恋
情
の
〈
強

さ
〉
を
、「
丹に

の
穂ほ

の
面お
も

わ
」
と
い
う
美
化
も
施
し
つ
つ
表
現
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。〈
強
さ
〉
を
具
え
た
〈
待
つ
女
〉
は
、
中
国
由
来
の
七
夕
伝
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説
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
土
橋
は
「
被
虐
的
心
情
表
現
」
が
『
萬
葉
集
』
巻
二
巻
頭

の
、
仁
徳
天
皇
を
恋
い
慕
う
磐
い
わ
の

姫ひ
め

皇
后
の
歌
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
（
左
注
、
異
伝
は
省
略
）。

磐い
は
の

姫ひ
め
の

皇お
ほ
き
さ
き

后
、
天
す
め
ら
み
こ
と

皇
を
思し
の

ひ
て
作つ
く

り
た
ま
ふ
歌う
た

四し

首し
ゆ

君き
み

が
行ゆ

き　

日け

長な
が

く
な
り
ぬ　

山や
ま

た
づ
ね　

迎む
か

へ
か
行ゆ

か
む　

待ま

ち

に
か
待ま

た
む�

（
巻
二
・
八
五
）

か
く
ば
か
り　

恋こ

ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は　

高た
か
や
ま山

の　

磐い
は

根ね

し
ま
き
て　

死し

な
ま
し
も
の
を�

（
巻
二
・
八
六
）

あ
り
つ
つ
も　

君き
み

を
ば
待ま

た
む　

打う

ち
靡な
び

く　

吾あ

が
黒く
ろ
か
み髪

に　

霜し
も

の

置お

く
ま
で
に�

（
巻
二
・
八
七
）

秋あ
き

の
田た

の　

穂ほ

の
上う
へ

に
霧き

ら相
ふ　

朝あ
さ

霞か
す
み
　

い
つ
へ
の
方か
た

に　

我あ

が
恋

止
ま
む�

（
巻
二
・
八
八
）

土
橋
は
、
二
首
目
は
天
皇
を
迎
え
に
「
険
阻
な
山
路
を
自
ら
の
足
で
辿
る

苦
行
の
旅
」
を
、
三
首
目
は
天
皇
を
待
つ
間
に
「
あ
ら
ゆ
る
生
命
を
枯
ら

し
て
し
ま
う
も
の
と
し
て
、皇
后
の
黒
髪
を
も
白
髪
に
変
え
て
し
ま
う
霜
」

と
い
う
「
死
に
等
し
い
痛
苦
」
を
詠
ん
で
い
る
と
捉
え
る（

（2
（

。

　

こ
の
四
首
は
、
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
心
情
の
移
り
行
き
を
表
現
す
る

緊
密
な
構
成
を
と
る
こ
と
か
ら
、
磐
姫
自
身
の
作
で
は
な
く
、
後
代
の
人

物
の
作
と
見
る
こ
と
が
通
説
で
あ
る
。
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
元げ
ん

明め
い

天
皇

代
（
七
〇
七
～
七
一
五
年
）
と
す
る
西
澤
駿
介
の
説（

（2
（

に
説
得
力
が
あ
る
。

　

人
麻
呂
歌
集
の
「
七
夕
」
の
歌
の
〈
待
つ
女
〉
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
な

ら
ば
、〝
痛
苦
に
耐
え
な
が
ら
待
つ
〟
磐
姫
皇
后
像
も
、〈
男
性
の
ま
な
ざ

し
〉
に
よ
っ
て
、『
萬
葉
集
』
の
時
代
か
ら
遠
く
遡
る
〝
古
代
〟
の
烈
し

い
恋
の
主
人
公
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

四
首
の
作
者
で
あ
る
後
代
の
人
物
は
、
仁
徳
天
皇
が
寵
愛
す
る
他
の
妃

を
激
烈
に
嫉
妬
す
る
、『
古
事
記
』
の
大お
お

后き
さ
き・
石い
わ

之の

比ひ

売め
の

命み
こ
と、『
日
本
書
紀
』

の
皇
后
・
磐い
わ

之の

媛ひ
め
の

命み
こ
との

物
語
を
熟
知
し
た
上
で（

（2
（

、
そ
の
嫉
妬
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、
痛
苦
に
耐
え
な
が
ら
一
途
に
天
皇
を
思
う
恋
情
の
〈
強
さ
〉
に

変
換
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
蜻
蛉
日
記
』
の
記
述
主
体
や
『
源
氏
物
語
』
の
六
条
御
息
所

な
ど
の
平
安
文
学
の
〈
待
つ
女（

（2
（

〉
と
異
な
り
、
四
首
か
ら
は

0

0

0

0

0

他
の
妻
へ
の

嫉
妬
が
ま
っ
た
く
読
み
取
れ
な
い
。
磐
姫
皇
后
の
心
情
は
天
皇
へ
の
恋
慕

の
み
に
純
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
情
愛
の
純
朴
さ（

（3
（

と
、
一
途
に
恋
い
慕
わ

れ
る
天
皇
の
美
徳
を
際
立
た
せ
る
の
で
あ
る
。
磐
姫
皇
后
の
四
首
に
は
、

額
田
王
の
四
八
八
番
歌
同
様
の
天
皇
賛
美
の
役
割
が
認
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
四
首
に
は
〈
男
性
の
ま
な
ざ
し
〉
に
よ
る
、
男
性
に
都
合
の

よ
い
〈
待
つ
女
〉
像
、
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら
な
い
面
が
あ
る
。
棚
木
恵

子
は
、
磐
姫
皇
后
の
歌
に
、「
深
く
待
た
な
け
れ
ば
願
望
は
成
就
し
な
い
。

し
か
し
深
く
待
て
ば
生
命
は
枯
れ
て
い
く
」
が
ゆ
え
に
、「
命
を
か
け
た
」

主
体
的
行
為
で
あ
っ
た
古
代
的
な
「
待
つ
」
の
あ
り
方
を
見
る（

（3
（

。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
深
く
待
つ
」
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
迎
え
に
行
く

と
い
う
〈
行
動
〉
の
抑
止
に
よ
っ
て
蓄
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
視
点
を

変
え
る
と
、〈
行
動
〉
へ
の
意
欲
と
は
、従
属
的
・
受
動
的
に
ひ
た
す
ら
「
待

つ
」
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
来
行
動
的
で
あ
っ

た
女
性
が
、
抑
圧
さ
れ
な
が
ら
、「
待
つ
」
こ
と
を
主
体
的
な
も
の
と
し
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て
い
る
様さ
ま

が
透
か
し
見
え
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
四
首
は
〈
男
性
の
ま
な
ざ

し
〉
の
範
囲
の
理
想
像
か
ら
一
歩
抜
け
出
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

五　

女
性
作
者
の
〈
待
つ
女
〉
の
歌

　

女
性
が
作
者
の
〈
待
つ
女
〉
も
人
麻
呂
歌
集
に
始
ま
る
。
こ
れ
ら
に
は

閨
怨
詩
の
条
件
に
通
じ
る
点
も
あ
る
が
、
大
方
は
合
致
し
な
い
。

よ
し
ゑ
や
し　

来き

ま
さ
ぬ
公き
み

を　

何な
に

せ
む
に　

厭い
と

は
ず
吾あ
れ

は　

恋こ

ひ

つ
つ
居を

ら
む�

（
巻
一
一
・
二
三
七
八
）

見み

渡わ
た

せ
ば　

近ち
か

き
渡わ
た
りを　

廻
た
も
と
ほり　

今い
ま

や
来き

ま
す
と　

恋こ

ひ
つ
つ
そ
居を

る�

（
巻
一
一
・
二
三
七
九
）

は
し
き
や
し　

誰た

が
障さ

ふ
れ
か
も　

玉た
ま
ほ
こ桙

の　

路み
ち

見み

遣わ
す

れ
て　

公き
み

が

来き

ま
さ
ぬ�

（
巻
一
一
・
二
三
八
〇
）

公き
み

が
目め

の　

見み

ま
く
欲ほ

し
く
て　

是こ

の
二ふ
た

夜よ　

千ち

歳と
せ

の
如ご
と

も　

吾あ

は

恋こ

ふ
る
か
も�
（
巻
一
一
・
二
三
八
一
）

　

一
首
目
の
「
よ
し
ゑ
や
し
」
の
原
文
「
吉
恵
哉
」
に
は
、
相
手
の
男
性

を
「
う
る
わ
し
い
（
す
ば
ら
し
い
）」
と
思
う
感
情
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、「
ど

う
に
で
も
な
れ
と
い
う
気
持
ば
か
り
で
な
く
な
お
相
手
に
惹
か
れ
て
い

る（
（3
（

」
と
い
う
自
棄
と
執
着
が
交
錯
す
る
感
情
を
表
す
。

　

人
目
を
避
け
て
回
り
道
す
る
男
性
が
ま
も
な
く
来
る
こ
と
を
確
信
す
る

二
首
目
は
、「
心
根
の
愛
ら
し
さ
」
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
も
そ
も

来
訪
を
期
待
す
る
歌
で
あ
り
、「
待
つ
」
悲
し
み
と
は
無
縁
で
あ
る
。

　

三
首
目
は
、
男
性
が
他
の
女
性
の
も
と
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
見
捨
て

ら
れ
た
悲
し
み
を
歌
う
点
は
閨
怨
詩
に
通
ず
る
。
し
か
し
、「
は
し
き
や

し
誰
か
障
ふ
れ
か
も
［（
男
性
か
ら
見
て
）〝
い
と
し
い
〟
誰
が
邪
魔
を
し
て
い
る
の

か
］」（（3
（

と
い
う
当
て
こ
す
り
は
、
閨
怨
詩
か
ら
遠
い
。

　

男
性
が
来
な
か
っ
た
二
晩
を
無
限
に
長
い
時
間
と
嘆
く
四
首
目
は
、「
心

根
の
愛
ら
し
さ
」
は
あ
る
が
、「
美
的
雰
囲
気
や
情
感
」
を
欠
く
。

　

こ
れ
ら
の
〈
待
つ
女
〉
の
歌
は
、
閨
怨
詩
の
受
容
と
は
無
関
係
に
、
相

聞
歌
の
場
が
対
面
で
歌
い
交
わ
す
も
の
か
ら
、
距
離
を
隔
て
て
文
字
で
書

か
れ
た
歌
の
遣
り
取
り
に
広
が
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る（

（3
（

。

そ
の
中
で
、
相
手
の
男
性
を
惹
き
付
け
る
た
め
の
誇
張
（
四
首
目
の
「
千
歳

の
如
も
」）
や
、
皮
肉
（
三
首
目
「
は
し
き
や
し
誰
が
障
ふ
れ
か
も
」）、
自
棄
と
執

着
の
葛
藤
（
一
首
目
「
吉よ
し

恵ゑ

哉や
し

」）
と
い
う
〈
待
つ
女
〉
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表

現
が
発
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

萬
葉
第
四
期
（
七
三
三
～
七
五
九
年
）
に
至
る
と
、
女
性
に
よ
っ
て
、
閨

怨
詩
の
条
件
に
適
う
歌
が
詠
ま
れ
る
一
方
で
、人
麻
呂
歌
集
の
〈
待
つ
女
〉

の
表
現
が
一
層
増
幅
さ
れ
る
。
そ
の
典
型
が
笠
か
さ
の

女い
ら
つ
め郎

の
歌
で
あ
る
。「
笠
か
さ
の

女い
ら
つ
め郎
、
大お
ほ

伴と
も
の

宿す
く

禰ね

家や
か
も
ち持
に
贈お
く

る
歌う
た

二に

十じ
ふ

四し

首し
ゆ

」
か
ら
四
首
を
挙
げ
る
。

白し
ら
と
り鳥

の　

飛と

羽ば

山や
ま

松ま
つ

の　

待ま

ち
つ
つ
そ　

吾あ

が
恋こ

ひ
渡わ
た

る　

此こ

の
月つ
き

ご
ろ
を�

（
巻
四
・
五
八
八
）

君き
み

に
恋こ

ひ　

い
た
も
術す
べ

な
み　

楢な
ら
や
ま山
の　

小こ

松ま
つ

が
下し
た

に　

立た

ち
嘆な
げ

く

か
も�

（
巻
四
・
五
九
三
）

剣つ
る
ぎ

大た

ち刀　

身み

に
取と

り
副そ

ふ
と　

夢い
め

に
見み

つ　

何な
に

の
恠さ
が

そ
も　

君き
み

に

相あ

は
む
た
め�

（
巻
四
・
六
〇
四
）

相あ
ひ

念お
も

は
ぬ　

人ひ
と

を
思お
も

ふ
は　

大お
ほ
て
ら寺
の　

餓が

き鬼
の
後し
り
へに　

額ぬ
か

つ
く
ご
と

し�

（
巻
四
・
六
〇
八
）
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一
首
目
・
二
首
目
は
閨
怨
詩
的
な
歌
。
一
首
目
は
、「
待
つ
」
時
間
の

長
さ
を
嘆
く
。
背
景
と
な
っ
て
い
る
飛
ぶ
白
鳥
と
常
緑
樹
の
松
が
「
美
的

雰
囲
気
や
情
感
」
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
二
首
目
は
、
家
持
の
家
に
近
い

楢
山
（
奈
良
山
）
の
松
（「
待
つ
」
も
込
め
る
）
の
木
蔭
に
立
っ
て
嘆
く
ば
か

り
で
あ
る
こ
と
を
歌
う
。
嘆
息
を
つ
く
〈
待
つ
女
〉
の
姿
と
「
心
根
の
愛

ら
し
さ
」
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

こ
の
二
首
は
、
男
性
が
好
ま
し
い
と
思
う
、
従
属
的
・
受
動
的
な
閨
怨

詩
の
女
性
像
を
、
笠
女
郎
が
内
面
化
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

三
首
目
・
四
首
目
は
、「
待
つ
」
の
語
は
な
い
が
、「
待
つ
」
状
況
の
中

で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
閨
怨
詩
に
は
ほ
ど
遠
い
。

　

三
首
目
は
、
剣
大
刀
を
身
に
帯
び
る
夢
を
見
た
と
言
う
。〝
武
具
を
帯

び
た
雄
々
し
い
武
人
〟
は
、『
萬
葉
集
』
の
貴
族
た
ち
の
理
想
像
で
あ
り
、

家
持
も
「
ま
す
ら
を
」
た
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た（

（3
（

。
夢
を
家
持
が

到
来
す
る
前
兆
か
と
思
い
、
こ
れ
に
縋
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
歌
の
「
逢
う
こ
と
は
叶
わ
な
い
と
薄
々
感
じ
つ
つ
も
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
き
れ
な
い
女
の
哀
し
み
」（
城
﨑
陽
子
（
（3
（

）
は
、
人
麻
呂
歌
集
の
二
三 

七
八
番
歌
と
共
通
し
つ
つ
さ
ら
に
深
い
。

　

四
首
目
は
、
甲
斐
の
な
い
片
思
い
を
、
大
寺
の
餓
鬼
像
を
後
ろ
か
ら
拝

む
よ
う
な
も
の
だ
と
自
嘲
す
る
。
餓
鬼
は
前
生
の
悪
行
・
貪
欲
に
よ
っ
て

地
獄
に
堕
ち
、
絶
え
ず
飢
え
と
渇
き
に
苦
し
む
死
者
を
言
う
。
こ
の
比
喩

は
、
多
く
の
女
性
た
ち
を
訪
ね
歩
く
家
持
に
対
す
る
強
烈
な
皮
肉
で
も
あ

る
。
こ
の
歌
は
人
麻
呂
歌
集
の
二
三
七
八
番
歌
の
諦
念
と
執
着
、
二
三 

八
〇
番
歌
の
皮
肉
を
激
烈
な
ま
で
に
増
幅
し
て
い
る
。

　

三
首
目
・
四
首
目
の
特
異
な
表
現
は
、
相
聞
歌
に
特
有
な
相
手
を
惹
き

付
け
る
た
め
の
身
振
り
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
過
剰
な
ほ

ど
に
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
て
い
る
。
笠
女
郎
は
、
一
首
目
・
二
首
目

の
よ
う
な
、
閨
怨
詩
の
従
属
的
・
受
動
的
な
〈
待
つ
女
〉
を
内
在
化
す
る

一
方
で
、「
待
つ
」
こ
と
を
不
条
理
に
思
う
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、三
首
目
・

四
首
目
の
よ
う
な
歌
を
詠
む
こ
と
で
解
き
放
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六　
〈
待
つ
女
〉
の
系
譜

　

以
上
に
論
じ
て
き
た
こ
と
を
、
改
め
て
年
代
順
で
整
理
し
て
み
た
い
。

　
『
萬
葉
集
』
相
聞
歌
の
〈
待
つ
女
〉
は
、
萬
葉
第
二
期
に
人
麻
呂
歌
集

の
「
七
夕
」
の
歌
、
お
よ
び
距
離
を
隔
て
て
歌
を
遣
り
取
り
す
る
場
に
お

い
て
誕
生
し
た
。
ど
ち
ら
の
母
胎
も
、
文
字
に
よ
っ
て
歌
を
作
る
こ
と
を

特
徴
と
す
る
。〈
待
つ
女
〉
は
自
然
発
生
的
に
登
場
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

人
麻
呂
歌
集
の
「
七
夕
」
の
歌
は
天
上
界
の
恋
を
描
く
た
め
、
牽
牛
の

来
訪
を
待
つ
織
女
を
、〈
男
性
の
ま
な
ざ
し
〉
の
も
と
、
男
性
の
相
聞
歌

に
特
有
の
「
被
虐
的
心
情
表
現
」
を
用
い
て
、
恋
情
の
〈
強
さ
〉
ゆ
え
に

天
の
川
の
川
原
に
ひ
と
り
横
た
わ
る
美
し
い
女
性
と
し
て
造
形
し
た
。

　

こ
の
流
れ
は
、
八
世
紀
初
頭
作
と
推
定
さ
れ
る
磐
姫
皇
后
の
歌
に
引
き

継
が
れ
る
。〝
古
代
〟
の
恋
を
描
く
た
め
の
「
被
虐
的
心
情
表
現
」
は
、

仁
徳
天
皇
を
迎
え
る
た
め
山
に
分
け
入
り
落
命
し
て
も
構
わ
な
い
、
あ
る

い
は
黒
髪
が
白
髪
と
な
っ
て
も
待
ち
続
け
る
、
と
い
う
空
間
的
・
時
間
的

に
極
限
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
極
限
的
表
現
は
、
天
皇
を
思
う
皇
后

の
情
愛
の
〈
強
さ
〉
と
、
恋
い
慕
わ
れ
る
天
皇
の
美
質
を
際
立
た
せ
る
。



─ 12 ─

　

こ
の
よ
う
な
〈
待
つ
女
〉
と
し
て
の
磐
姫
皇
后
像
は
、
八
世
紀
に
お
け

る
父
権
的
律
令
国
家
へ
の
志
向
と
天
皇
の
権
威
の
高
ま
り
に
連
動
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
磐
姫
皇
后
像
は
、〈
男
性
の
ま
な
ざ
し
〉
の
中
の
理
想
像

で
終
わ
ら
ず
に
、
女
性
が
本
来
〈
行
動
〉
へ
の
意
欲
を
持
ち
、
ひ
た
す
ら

「
待
つ
」
だ
け
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

　

中
国
の
父
権
制
社
会
を
背
景
と
す
る
閨
怨
詩
の
受
容
も
、
八
世
紀
の
日

本
に
お
け
る
父
権
的
律
令
国
家
へ
の
志
向
と
天
皇
の
権
威
の
高
ま
り
と
連

動
し
て
い
る
。『
萬
葉
集
』
巻
一
・
巻
二
の
額
田
王
の
歌
を
熟
知
し
、
閨

怨
詩
の
知
識
も
あ
る
人
物
が
、
額
田
王
を
〝
天
智
天
皇
の
妻
〟
と
解
釈
し

て
、「
美
的
雰
囲
気
や
情
感
」
を
伴
い
つ
つ
、「
色
っ
ぽ
さ
や
し
ぐ
さ
、
心

根
の
愛
ら
し
さ
」
を
持
つ
閨
怨
詩
的
〈
待
つ
女
〉
に
仕
立
て
上
げ
た
。
あ

く
ま
で
も
従
属
的
・
受
動
的
な
〝〈
待
つ
女
〉
と
し
て
の
額
田
王
〟
は
、

恋
い
慕
わ
れ
る
存
在
と
し
て
の
天
皇
像
を
造
形
す
る
役
割
を
担
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
、
人
麻
呂
歌
集
の
距
離
を
隔
て
た
場
で
の
、
女
性
作
者
に

よ
る
〈
待
つ
女
〉
の
歌
は
、
相
手
を
惹
き
付
け
る
誇
張
、
皮
肉
、
自
棄
と

執
着
の
葛
藤
な
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
を
発
達
さ
せ
た
。
閨
怨
詩
の
受

容
を
経
た
、
萬
葉
第
四
期
の
笠
女
郎
は
、
閨
怨
詩
の
従
属
的
・
受
動
的
〈
待

つ
女
〉
を
内
面
化
す
る
一
方
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
負
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
を
増
幅
し
た
歌
で
解
き
放
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
女
性
作
者
の
〈
待
つ
女
〉
や
、
本
来
女
性
が
〈
行
動
〉
意

欲
を
持
つ
こ
と
を
暗
示
す
る
磐
姫
皇
后
の
歌
か
ら
は
、〈
待
つ
女
〉
が
古

代
日
本
の
女
性
の
本
然
的
あ
り
方
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ

れ
は
、
古
代
日
本
の
婚
姻
形
態
が
「
本
人
同
士
の
合
意
に
よ
り
気
の
む
い

た
間
だ
け
同
棲
す
る
、
離
合
の
容
易
な
婚
姻
形
態
で
あ
る
と
と
も
に
、
当

面
の
結
婚
相
手
の
性
の
独
占
が
未
成
立
で
、
性
は
当
面
の
結
婚
相
手
以
外

の
他
の
異
性
に
も
閉
ざ
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
」（
関
口
裕
子
（
（3
（

）
こ

と
や
、出
自
・
継
承
が
父
系
で
も
母
系
で
も
な
い
双
系
制
（
双
方
制
）
で
あ
っ

た（
（3
（

こ
と
と
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

貴
族
層
が
家
父
長
制
家
族
に
移
行
し
、
そ
の
婚
姻
形
態
も
一
夫
多
妻
制

が
確
立
し
た
平
安
時
代
の
〈
待
つ
女
〉
は
『
蜻
蛉
日
記
』
の
記
述
主
体
や

『
源
氏
物
語
』
の
六
条
御
息
所
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
大
き
な
負
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
抱
え
て
生
き
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
『
和
解
』
の
大
元
と
な
っ
た
『
今
昔
物
語
集
』
巻

二
七
第
二
五
語
の
〈
待
つ
女
〉
は
、
人
麻
呂
歌
集
の
「
七
夕
」
の
歌
や
磐

姫
皇
后
の
歌
の
流
れ
に
立
つ
。
磐
姫
皇
后
は
、
黒
髪
が
白
髪
に
な
る
ま
で

待
つ
こ
と
を
誓
っ
た
が
、
第
二
五
語
の
「
侍
さ
ぶ
ら
ひ」

の
「
妻め

」
は
離
縁
さ
れ
て

困
窮
を
極
め
、
命
を
失
っ
た
後
も
待
ち
続
け
る
。
し
か
も
、
磐
姫
皇
后
の

歌
に
見
え
た
〈
行
動
〉
意
欲
は
見
ら
れ
ず
、
ど
こ
ま
で
も
従
属
的
・
受
動

的
で
あ
る
。「
待
つ
」
こ
と
を
持
続
さ
せ
る
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ま

さ
に
日
常
を
超
え
た
〈
怪
異
〉
と
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

上
田
秋
成
「
浅あ
さ

茅じ

が
宿
」
は
、〈
怪
異
〉
を
借
り
て
「
こ
の
秋
を
待
て
」

と
い
う
夫
の
こ
と
ば
を
信
じ
て
「
人
間
と
し
て
の
信
義
」
を
貫
い
た
宮
木（

（3
（

に
対
し
て
、
そ
れ
を
裏
切
る
夫
と
い
う
「
男
女
間
の
亀
裂
と
了
解
不
可
能

性（
（4
（

」
を
問
う
た
。
さ
ら
に
、
ハ
ー
ン
「
和
解
」
は
、〈
待
つ
女
〉
の
も
う

一
つ
の
流
れ
で
あ
る
、
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を m

ocking 

と
い
う
こ
と
ば

で
暗
示
し
た
。
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シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
『
和
解
』
は
ハ
ー
ン
「
和
解
」
の
「
翻
案
」
で
あ

り
な
が
ら
も
、
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
受
容
せ
ず
、
ま
た
秋
成
が
問
う
た
男

女
の
信
義
の
問
題
に
も
触
れ
ず
、
遂
に
願
望
を
達
成
し
、
夫
と
「
和
解
」

す
る
〈
待
つ
女
〉
の
意
志
の
〈
強
さ
〉
を
描
い
た
。
そ
れ
は
、
激
動
す
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
を
生
き
抜
く
た
め
に
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
必
要
と
考

え
た
人
間
像
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

注（
1
）	〈
待
つ
女
〉
を
「
単
に
男
の
来
訪
を
待
つ
女
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一

つ
の
文
学
的
素
材
と
し
て
概
念
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、「
作
中
世
界
に
お
い

て
男
の
来
訪
を
空
し
く
待
ち
続
け
る
女
」
の
意
」
と
し
た
吉
田
幹
生
の
考
え

方
に
従
う
（『
日
本
古
代
恋
愛
文
学
史
』
第
一
篇
第
一
章
・
額
田
王
と
鏡
王
女

の
唱
和
歌
、
六
四
頁
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
）。

（
2
）	

た
と
え
ば
、
馬
場
あ
き
子
は
「〈
待
つ
〉
と
い
う
姿
勢
は
、
日
本
の
女
が

伝
統
的
に
持
っ
た
姿
勢
」
で
あ
る
と
言
う
（「
あ
と
が
き
」『
無
限
花
序
』〈
新

星
書
房
、
一
九
六
九
〉、『
馬
場
あ
き
子
全
集
』
第
一
巻
〈
歌
集
〉、
三
三
一
頁
、

三
一
書
房
、
一
九
九
五
）。
な
お
、
馬
場
は
こ
れ
に
続
け
て
、「
そ
れ
は
き
わ

め
て
消
極
的
に
見
え
な
が
ら
、
激
し
い
内
燃
を
秘
め
、
意
外
な
強
さ
さ
え
持
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。

（
3
）	

大
輪
靖
宏
『
待
つ
女
の
悲
劇
』（
新
典
社
新
書
、
新
典
社
、
二
〇
〇
八
）

な
ど
。

（
4
）	「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」の
定
義
は
、塩
川
伸
明『
民
族
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
─
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
難
問
』（
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
に
拠
る
。

塩
川
に
よ
れ
ば
、「
民
族
」
は
国
や
こ
れ
に
準
じ
る
政
治
単
位
を
持
つ
べ
き
で

あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
に
至
っ
た
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ま
た
、「
国
民
」
は
国

家
の
正
統
な
構
成
員
の
総
体
を
意
味
す
る
。

（
5
）	

以
上
の
〈
文
学
交
流
〉
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
小
松
靖
彦
「『
萬
葉
集
』

の
桜
と
〈
無
常
感
〉
に
つ
い
て
」（『
青
山
語
文
』
第
五
五
号
、
二
〇
二
五
・ 

三
）
と
同
文
。
同
論
文
以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
注
（
3
）
参
照
。

（
6
）	

加
藤
朝
鳥
「
日
本
好
き
な
波
蘭
文
豪
─
シ
イ
ロ
セ
ウ
ス
キ
に
就
い
て
─
」

『
最
新
思
潮
展
望
』
暁
書
房
、
一
九
三
三
、
土
谷
直
人
「
Ｗ
・
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ

ス
キ
と
彼
の
日
本
文
化
へ
の
関
心
」『
比
較
文
学
研
究
』
第
三
九
号
、

一
九
八
一
・
四
（
ａ
）、同
「
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
の
日
本
日
記
」『
ポ
ロ
ニ
カ
』

第
五
号
、
一
九
九
五
・
六
（
ｂ
）、
田
中
克
彦
『「
シ
ベ
リ
ア
に
独
立
を
！
」　

諸
民
族
の
祖パ
ト
リ国

を
と
り
も
ど
す
』
岩
波
現
代
全
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
、

沢
田
和
彦
『
ブ
ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
伝 

─〈
ア
イ
ヌ
王
〉
と
呼
ば
れ

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
』
成
文
社
、
二
〇
一
九
、二
〇
二
二
（
第
2
刷
）。

（
7
）	

土
谷
注
（
6
）
ａ
論
文
。

（
8
）	

土
谷
注
（
6
）
ａ
論
文
。

（
9
）	

土
谷
直
人
は
、『
和
解
』
の
日
本
語
訳
の
解
説
で
「
も
と
も
と
は
『
今
昔

物
語
』
の
一
つ
で
、
ハ
ー
ン
が
英
訳
し
た
も
の
が
ド
イ
ツ
語
で
も
翻
訳
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訳
を
試
み
た
が
、
だ
ん

だ
ん
長
く
な
り
自
分
の
想
像
力
が
増
し
て
、
少
し
ば
か
り
『
今
昔
物
語
』
と

は
趣
の
異
な
っ
た
作
品
と
な
っ
た
」（『
ポ
ケ
ッ
ト
の
な
か
の
東
欧
文
学
─
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
か
ら
現
代
ま
で
』（
一
四
九
頁
、
成
文
社
、
二
〇
〇
六
）
と
記
し
、

ハ
ー
ン
「
和
解
」
を
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
七
第
二
五
語
の
翻
訳
と
捉
え
て
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い
る
が
、
ハ
ー
ン
な
り
の
解
釈
を
加
え
た
「
翻
案
」
で
あ
る
。
な
お
、
時
代

的
に
シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
が
閲
覧
可
能
で
あ
っ
た
ハ
ー
ン
の
著
作
の
ド
イ
ツ

語
版
は
ベ
ル
タ
・
フ
ラ
ン
ツ
ォ
ス
訳
の
六
巻
本
（
一
九
〇
五
～
一
〇
）（
岩
本

真
理
子
「
ハ
ー
ン
作
品
の
ド
イ
ツ
語
版
と
ユ
ダ
ヤ
系
文
化
人
」『
ヘ
ル
ン
研
究
』

第
三
号
、
二
〇
一
八
・
三
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
はT

he Reconciliation

は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
お
探
索
を
続
け
る
が
、
本
稿
で
は
ハ
ー
ン
の
英
語
版

（
一
九
〇
一
〈
初
版
〉）
を
比
較
材
料
と
す
る
。

（
10
）	

結
城
史
郎
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
再
話
と
日
本
人
の
文
化
的
記
憶

の
変
容
─
「
和
解
」
を
中
心
に
─
」『
ヘ
ル
ン
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
一
八
・ 

三
。

（
11
）	

平
川

弘
『
小
泉
八
雲
と
カ
ミ
ガ
ミ
の
世
界
』
一
五
六
～
一
五
七
頁
、
文

藝
春
秋
、
一
九
八
八
。
門
田
守
「「
和
解
」
に
お
け
る
再
話
の
方
法
─
ラ
フ
カ

デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
望
ん
だ
夫
婦
愛
の
姿
─
」（『
奈
良
教
育
大
学
紀
要
（
人
文
・

社
会
）』
第
五
四
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
五
・
一
〇
）
も
参
照
し
た
。

（
12
）	

土
谷
直
人
「
ハ
ー
ン
の
変
容　

小
泉
八
雲
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
い
か
に
読
ま

れ
た
か
？
」
平
川

弘
編
『
世
界
の
中
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
』
河
出

書
房
新
社
、
一
九
九
四
。『
和
解
』
の
本
文
は
、Z fali na falę 

（W
yd. 2. 

K
raków

：„K
siążka,

“［1910

］）
に
拠
る
。

（
13
）	

注
（
9
）
書
所
収
日
本
語
訳
『
和
解
』。

（
14
）	

ア
グ
ネ
シ
カ
・
コ
ズ
ィ
ラ
氏
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
）
御
教
示
。

（
15
）	

シ
ェ
ロ
シ
ェ
フ
ス
キ
に
代
表
さ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
に
つ
い
て
の
、
加

藤
朝
鳥
の
「
創
作
的
態
度
に
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
あ
つ
て
、
所
謂
遊
蕩

文
学
な
ど
と
は
正
反
対
の
立
場
に
立
つ
て
居
る
」（
注
（
6
）
書
、一
一
一
頁
）

と
い
う
評
価
が
想
起
さ
れ
る
。

（
16
）	

下
定
雅
弘
「
杜
甫
詩
に
お
け
る
閨
情
表
現
（
発
表
資
料
）」
第
5
回
日
本

杜
甫
学
会
、
二
〇
二
一
・
四
。

（
17
）	『
文
選
』の
本
文
は
仿
宋
胡
刻
文
選
六
十
巻
・
考
異
十
巻
を
底
本
と
す
る『
文

選
（
詩
篇
）
下
』（
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院
、
一
九
六
四
）
に
拠
る
。

（
18
）	

土
居
光
知
「
比
較
文
学
と
萬
葉
集
」（『
萬
葉
集
大
成
』
第
七
巻
〈
様
式
研

究
篇
・
比
較
文
学
篇
〉、
平
凡
社
、
一
九
五
四
。『
土
居
光
知
著
作
集
』
第
二

巻
〈
古
代
伝
説
と
文
学
〉（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
）
に
収
録
））、
小
島
憲
之

『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文　

中
』（
八
九
六
頁
、
塙
書
房
、
一
九
六
四
）、
辰

巳
正
明
「
額
田
王
─
挑
発
の
恋
歌
─
」（『
万
葉
集
と
中
国
文
学　

第
二
』
笠

間
書
院
、
一
九
九
三
）、
劉
雨
珍
「
額
田
王
の
「
思
近
江
天
皇
作
歌
」
と
宮
怨

詩
」
梶
川
信
行
編
『
初
期
万
葉
論
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
。

（
19
）	

小
川
（
新
姓
、
小
松
）
靖
彦
「
紫
草
の
贈
答
歌
─
恋
歌
に
お
け
る
媚
態
に

つ
い
て
─
」『
国
文
学
』
第
四
一
巻
第
一
二
号
、
一
九
九
六
・
一
〇
。

（
20
）	

梶
川
信
行
『
創
ら
れ
た
万
葉
の
歌
人
─
額
田
王
─
』
は
な
わ
新
書
、
一
九 

六
頁
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
。

（
21
）	

四
八
八
番
歌
の
「
秋
の
風
」
に
つ
い
て
は
、大
井
美
紗
子
「
額
田
王
と
「
秋

風
」
の
歌
─
中
国
六
朝
詩
と
の
比
較
を
通
し
て
─
」（『
日
本
文
学
論
究
』
第

七
〇
冊
、
二
〇
一
一
・
三
）
が
参
照
さ
れ
る
。

（
22
）	
大
久
保
正
『
万
葉
集
の
諸
相
』
第
六
章
二
・
人
麻
呂
歌
集
七
夕
の
位
相
、

明
治
書
院
、
一
九
八
〇
（
初
出
は
『
萬
葉
集
研
究
』
第
四
集
、
塙
書
房
、

一
九
七
五
）。

（
23
）	

土
橋
寛
『
万
葉
集
の
文
学
と
歴
史
』（
土
橋
寛
論
文
集　

上
）、
Ⅲ
三
・
人



─ 15 ─

麻
呂
と
〝
磐
姫
皇
后
の
歌
〟
─
被
虐
的
心
情
表
現
を
軸
に
─
、
塙
書
房
、
一
九 

八
八
（
初
出
は
『
文
学
』
第
五
二
巻
第
八
号
、
一
九
八
五
・
八
）。

（
24
）	『
渡
瀬
昌
忠
著
作
集
』
第
四
巻
〈
人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
論
下
─
七
夕
歌

群
論
〉、
第
四
章
第
四
節
・
略
体
歌
の
七
夕
歌
─
使
者
を
求
め
て
─
、
お
う
ふ

う
、
二
〇
〇
二
。

（
25
）	

土
橋
注
（
23
）
書
、
Ⅲ
三
、一
二
九
～
一
三
四
頁
。

（
26
）	

土
橋
注
（
23
）
書
、
Ⅲ
三
、一
三
九
～
一
四
〇
頁

（
27
）	

西
澤
駿
介
「
性
を
纏
う
／
装
う
─
元
明
朝
に
お
け
る
磐
姫
皇
后
像
を
め

ぐ
っ
て
─
」
第
78
回
萬
葉
学
会
全
国
大
会
研
究
発
表
会
、
二
〇
二
五
・

一
〇
・
一
八
。

（
28
）	

磐
姫
皇
后
の
歌
の
「
山
」
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
物
語
に
よ
れ

ば
、
皇
后
が
退
去
し
た
大
和
の
葛
城
高
宮
と
、
天
皇
の
宮
殿
の
あ
る
難
波
の

間
に
あ
る
、
奈
良
山
（
皇
后
は
山
代
経
由
で
難
波
か
ら
葛
城
高
宮
に
向
か
っ

た
）、
あ
る
い
は
生
駒
山
・
葛
城
山
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
大
和
国
外
に
置
か

れ
た
都
は
行
幸
と
考
え
ら
れ
た
か
。

（
29
）	

村
井
康
彦
「
待
つ
女　

拒
む
女
と
の
間
」（『
国
文
学
』
第
二
三
巻
第
四
号
、

一
九
七
八
・
三
）、田
中
徳
定
「
古
代
後
期 

─ 「
待
つ
」
女
人
と
「
拒
む
」
女
人
」

（『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
七
一
巻
一
二
号
、
二
〇
〇
六
・
一
二
）、
吉
田
注

（
1
）
書
（
第
二
編
第
五
章
・〈
し
る
し
の
杉
〉
と
『
蜻
蛉
日
記
』、
第
三
篇
第

二
章
・
六
条
御
息
所
の
人
物
造
型
─
そ
の
生
霊
化
を
め
ぐ
っ
て
─
）
参
照
。

（
30
）	

成
瀬
弘
和
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
「
皇
后
」
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
嫉
妬

譚
は
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
が
「
豊
か
な
感
情
、
能
力
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
複
数
の
所
生
子
が
王
位
を
継
承
で
き
る
母
で
も
あ
っ
た
こ
と
」
を
「
間

接
的
に
表
現
し
た
も
の
」
で
、『
萬
葉
集
』
の
磐
姫
皇
后
像
と
整
合
性
を
持
つ

と
す
る
（『
律
令
家
族
法
の
研
究
』
補
論
三
・
記
紀
の
嫉
妬
譚
と
律
令
の
「
七

出
」
に
つ
い
て
─
「
皇
后
」
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
像
の
再
構
築
─
、
塙
書
房
、
二
〇 

二
四
。
初
出
は
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
二
三
冊
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
）。

（
31
）	

棚
木
恵
子
「
待
つ
女
」『
人
生
と
恋
』（
古
代
文
学
講
座
4
）、
一
二
四
～

一
二
五
頁
、
勉
誠
社
、
一
九
九
四
。

（
32
）	

稲
岡
耕
二
『
萬
葉
集
全
注　

巻
第
十
一
』
八
三
頁
、
有
斐
閣
、
一
九
九
八
。

（
33
）	

稲
岡
注
（
32
）
書
、
八
七
～
八
八
頁
。

（
34
）	

こ
れ
ら
の
人
麻
呂
歌
集
の
〈
待
つ
女
〉
の
歌
は
、
集
団
歌
謡
的
と
も
さ
れ

る
が
、
浅
見
徹
が
書
き
手
と
読
み
手
が
非
同
時
的
な
笠
女
郎
の
歌
を
文
字
の

歌
と
捉
え
た
よ
う
に
（「
笠
女
郎
歌
群
」『
万
葉
集
の
表
現
と
受
容
』
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
七
）、
文
字
の
歌
と
考
え
る
。

（
35
）	

小
松
靖
彦
「《
ま
す
ら
を
》
の
内
在
化
─
『
萬
葉
集
』
の
「
ま
す
ら
を
」

と
戦
争
短
歌
に
お
け
る
そ
の
受
容
」
小
松
編
『
検
証　

戦
争
に
加
担
し
た
日

本
文
学
』
1
、
花
鳥
社
、
二
〇
二
五
。

（
36
）	

城
﨑
陽
子
「
笠
女
郎
の
恋
─
報
わ
れ
な
い
恋
の
物
語
─
」
中
西
進
編
『
女

流
歌
人
（
額
田
王
・
笠
郎
女
・
茅
上
娘
子
） 

人
と
作
品
』
一
二
三
頁
、
お
う

ふ
う
、
二
〇
〇
五
。

（
37
）	

関
口
裕
子
『
日
本
古
代
婚
姻
史
の
研
究　

上
』、
二
九
頁
、
塙
書
房
、

一
九
九
三
、一
九
九
五
（
第
2
刷
）。

（
38
）	
義
江
明
子
「
双
系
制
」『
国
史
大
辞
典
』
第
八
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
。

（
39
）	

浅
野
三
平
「
解
説
」
浅
野
校
注
『
雨
月
物
語　

癇
癖
談
』
二
五
〇
頁
、
新

潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
一
九
七
九
。



─ 16 ─

（
40
）	

長
島
弘
明
「
男
性
文
学
と
し
て
の
雨
月
物
語
」『
秋
成
研
究
』
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
〇
。
空
井
伸
一
『「
国
文
学
」
の
批
判
的
考
察　

江
戸
の
テ

キ
ス
ト
か
ら
古
典
を
考
え
直
す
』（
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
）
も
参
照
さ
れ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
二
〇
二
五
年
四
月
七
日
（
月
）
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ

ワ
大
学
東
洋
学
部
日
本
学
科
の
大
学
院
生
の
た
め
の
特
別
講
義
「『
萬
葉
集
』
相

聞
歌
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
前
半
を
大
幅
に
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
講

義
の
機
会
を
賜
っ
た
イ
ヴ
ォ
ナ
・
コ
ル
デ
ィ
ン
ス
カ
＝
ナ
ヴ
ロ
ッ
カ
氏
、
講
義

に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
ア
グ
ネ
シ
カ
・
ゴ
ヅ
ィ
ラ
氏
を
は
じ
め
と
す
る
教
員
・

学
生
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。「『
萬
葉
集
』相
聞
歌
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
─
そ
の
表
現
の
非
固
定
性
─
」『
緑
岡
詞
林 

青
山
学
院
大
学
大
学
院
日

本
語
文
論
考
』（
第
五
〇
号
、二
〇
二
六
・
三
）
が
講
義
の
後
半
を
基
と
し
て
い
る
。

併
読
を
乞
う
。

�

（
こ
ま
つ
・
や
す
ひ
こ
／
本
学
教
授
）


